
滋賀県立成人病センターでは、がん専門医臨床研修プログラムを実施しており、その取組の一つとして、今回、第１回「グ

ランドセミナー」を下記のとおり開催します。このグランドセミナーは成人病センター全体の「キャンサーボード」に位置づけられる

ものであり、多くの診療科や職種から、症例やがんに対する取組について発表を行います。このセミナーは、プログラムを受講

する医師だけでなく、看護師・技師・その他の医療職を対象として開催いたします。是非、ご参加下さい。

●日 時 平成２２年９月４日（土）

１３：００～１６：３０（発表開始は１３：１０から）

●会 場 滋賀県立成人病センター東館講堂

●対象者 医療従事者

Program （発表：10分、質疑応答：5分） コーディネート・司会進行 髙倉 賢二

1.患者さんに身近に接して ＜１３：１０～１３：５５＞
1) 「外来初回オリエンテーションについて」

高野智代美、萬野邦子、吉田千春、吉田智美、鈴木孝世、四元文明（外来化学療法室）

2) 「住み慣れた地域で安心して療養していただくために～卵巣がんターミナル患者の在宅療養支援～ 」
荒木友子、橋本耕市（地域医療サービス室）

3) 「当院におけるがんのリハビリテーションの現状と課題 ～急性期から緩和期まで～ 」
相良亜木子、川上寿一、弘部重信、松本美穂子、川本 潔、平川圭子、乙川 亮、朴 文華、澤井のどか（リハ
ビリテーション科）

2.化学療法と手術療法の工夫と課題 ＜１４：００～１５：１５＞
4) 「がん化学療法に伴う悪心・嘔吐に対するアプレピタントの有用性の検討」

大辻貴司、八尾尚樹、胡井俊祐、吉岡敏彦（薬剤部）

5) 「肺がん化学療法におけるエルロチニブの位置付けと当センターにおける使用症例の検討」
中奥敬史、中谷光一（呼吸器内科）、川上賢三（呼吸器外科）

6) 「がん手術療法における泌尿器科医のかかわり ～サポートする場合、される場合～ 」
石戸谷 哲、植村祐一、大西裕之（泌尿器科）

7) 「婦人科悪性腫瘍再発病変に対する外科的介入症例の検討」
三木通保、樋口壽宏、勝矢聡子、髙倉賢二（婦人科）

８) 「消化器癌に対する腹腔鏡下手術の最前線」
井口公太、中村直彦、岩本哲好、松尾隆志、豊田英治、原田英樹、山本秀和、四元文明、財間正純（外科）

3.症例から学ぶ ＜１５：１５～１５：４５＞
９) 「乳腺腫瘤を初発症状として受診した肺小細胞癌の2例」

木曾末厘乃、四元文明（外科）、武内英二（病理部）

１０) 「鎖骨上窩リンパ節腫大が初発症状の胆嚢神経内分泌細胞癌の1例」
藤本昌澄、貴田雅也、戸田泰信、稲井眞紀、石原真紀、河合敏秀、水田和彦（消化器内科）、林 正彦（耳鼻
いんこう科）、鈴木孝世（血液･腫瘍内科）、武内英二（病理部）

4.基礎を学ぶ ＜１５：４５～１６：３０＞
１１) 「血液腫瘍のクロナリティー」

宮本憲一、岡 諭、浅越康助、内海貴彦、鈴木孝世（血液･腫瘍内科）

1２) 「腫瘤性乳癌の超音波像における縦横比による組織型の分類」
岩崎 亘、中堀さおり（臨床検査部）、木曾末厘乃、四元文明（外科）

1３) 「研究所における骨髄増殖性腫瘍と大腸癌の遺伝子検査」
植村宗弘、木下和生（研究所）


